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1 はじめに

大学院教育イニシアティブセンターでは，定期的にサポートボードと称して大学院教育に関する講演会

を開催している。現在までに，サポートボードは9回開催されており，その概略を以下に示す。

2 第一回サポートボード

2. 1. 1 発表団時と場所

平成22年 5月 17日(月) 1 6時一 17時 30分



2. 1. 2 発表者

浅野哲夫センター長

2. 1. 3 発表題目

大学院教育イニシアティブセンターでやりたい課

題

2. 1. 4 発表概要

本センターのミッションの目標である.3点をキ

ーワードに挙げた。すなわち，国際的通用性，大学

院教育の質保証，修了基準の確立，について砥念を

紹介した。その後，具達的な取り組みとして，先端

技術を

用いた講義ノートの作成，試験問題データベースの

構築を提案した。また，こうした取り組みは科学的

エピデンスに基づいて行われるべきであるとした。

2. 1. 5 質疑概要

試験問題データベース
分野を限定して。世界中から賦験問題を収聾
1 どんな鼠験問題が作られているのだろうか。

2 鼠駁問題の緯しさを評価することは可能かっ
鼠験問題の離しさを科学的に評価することは可能かっ

模範解筈がなくては継しさの評価は灘しい

3 理想的な館験問題とは何かっ
理想的には閉じ程度の艶しさの問題を聾年作り続けることが

できることあるいはいつでも畳験ができること
4 請書庫向容と鼠験問姐との関連を明らかにする
5. web miningの手法の導入

具体的には。E量破同容を聖現するキーワードの頻度分布在

京め，鼠験問題田模範解笹における分布との相聞を求める

単立る頻度分布では草<.単語の出現位置にも遠目たとえば，
定理などでの頻出単語f 鉦明白中での頻出単語など

本の薫引も事考にして。専門用館の抽出を行う

図1 佃EI試験問題デ-11ベース概要

講義ノートはどのような使用を想定するのか，またこうした提案をどのようにセンターとして，発表し

ていくのかについて質問された。浅野センター長は，講義の教育の仕方及び講義の効呆のエピデンスとし

て使用するとした。エピデンスペースの教育は既に先端的な大学，大学院では実験的に実施されており，

JAISTとしてもこうした取り組みを始めることは有効であるとした。また，提案する講義ノートは，学内

のステークホルダーと議論しながら，サポートボードのメンバのような有志を募ってやっていきたいとの

考えを示した。

2. 2. 1 発表者

高木昌宏教授 σDユニットリーダー)

2. 2. 2 発表題目

北陸先端科学技術大学院大学マテリアノレサイエンス

研究科における大学院教育改革について

2. 2. 3 発表概要

大学院教育に関する国のレベノレの考えを紹介した後

に，教授自身が関わってきた大学院協業 GPにおける

マテリアルサイエンス研究科における教育改草(ナノ

マテリアル研究者自立支援型育成)について述べた。過

去の取り組みを活かした活動をする

ことを基礎にすることを共通の認識に，前期課程と後

期課程の学生に対する活動，四活動を中心に紹介した。

2. 2. 4 質疑概要

学部を持た主い大学院大学

関学以来、多樺主背景を持つ学生に対する
階層的・体果的カリキュラムに基づく大学院教育を実施

且
平成17.18年度「怪力ある大学院教育」イニシアティブ

『ナノマテリアル研究者由自立宣援型宵慮』による実質化

〈きめ細かい指灘体制により
主分野副分野専門教育 鍵分野隊舎を複野に入れた教育標権

スキル教育 先繍鎗密実習や葵語教育、自己表現力...
マネンメJト教育 後術経曾

により問題発見能力を有する人材を養成
自立研究制度 掌生が独自に立'医した研究を賞金鍾助

掌外副テマ研究制度 海外や企震における副予マ研究
住会人掌位取得制度 社会人向lすの鶴緩

図2 マテリアルサイエンス研究科の取り組み

FD活動の一環としておこなってきた，研究室活動評価の情報公開や，学生の自己評価の妥当性について

質問があった。また，教育担当理事からセンターの取り組みにおいて，様々なバリエーションの学生がそ

れらへの大学の対応について，どのように情報を公開していくつもりかが質問された。これらに対して，

評価については，学内での有効利用ということを第一に考えるべきであり，それらを妨げるような公開は

するべきではないとの方針が語られた。また，是非については議論しながら進めていくことが重要である

との考えが示された。

3 第二回サポートボード

3. 1. 1 【発表H時]



平成22年 6月21日(月) 15時一16時30分

3. 1. 2 [発表者1
池田教授(lRユニットリ]ダー)

3. 1. 3 [発表題目】

JAISTポートフォリオ・大学院生と教職員の大学院教育の価値協創について

3. 1. 4 [発表概要1
近年大学院教育において注目を裕びている eポートフォロオについて，先進的な他大学の取り組みゃ，

運営上の留意点を紹介し，パイロットスクールと L

てのlAISTに必要なポートフォリオを考えるための

きっかけを提案した園

3. 1. 5 [質疑概要】

ポートフォリオ相面の妥当性について客観性や標

準化についての質問があった。また，運用上の観点、

からアドパイザーのような役割が必要ではないかと

の指摘があった。これらに対して，池田教授はポ}

トフォリオ評価とは，プロダクト(結呆)の評価では

なく，プロセス(過程)の評価であること挙げ，客観

eボートフォリオ

'"'による・ポ トフォリオの煩型(ユ スケスによる公鏑〉

h苦Ef諜htH粧品JZ踊需拡寄与語3ff3?;F27努jt
"弘明可品特rqT搾J4F91tvmtmhzf世間~t，'Á~'l:'AV-
狩ダ}JY「円ム闘などIiIIlII:.~''''''"，アけリ岬H肘日開。

141i踏端接線懇1臨海FTZ儲抽出品ザ

νc認は::2・訴訟311El%悦臨み宮雪崩E臨宇222

ぬ・ιVが描訴訟沼31併殺ぬZVLEI涜11422E泉
川市型!;~~rl'弘唱ii1iHEのすべての剛吋叫子アカイプそれぞれの

的指標を出すことや，標準化は別の評価手法で行う 園3 .ポートフォリオの分煩

必要があることを述べた。また，既に学部レベルでポートフオ日オを用いている金沢工業大学の例を挙げ，

運用のためのアFパイザ]が必要であるという見解を示した。

3. 2. 1 [発表者】

東条教授 (9サーチユニット Pーダー)

3. 2. 2 [発表概要1
大学院卒業後の就勝股況について海外との比較を通して大学院教育における質保証の課題について述べ

た。その後.lAISTとして議論すべき点在4点t産業界からのエーズに応えるべきか否か，研究室内の教育

の評価，スキ/同教育の実態と評価，英語力と留学生の対応)を洗い出したゐ

3. 2. 3 [質疑概要】

ポスドク後の就恥比況についての質問があった.海

外に比べて日本ではポスドクのその後の就職事情が不

である点や，社会人の大学入学が難しいことについて

議論がなされた。また，東条教授が担当する調査につ

いては，就職活動が大学院の教育活動を圧迫している

ことについてデータを示して欲しいとの要請があった.

また，トートマスターσ町民t皿園田}制や課題研究の導

入について質問があったが，現状教買のコスト削減の

ためという認蟻であるのであれば， トートマスター制

度や課題研究

はそぐわないであろうとの意見が提案された。

4 第三回サポートボード

4. 1. 1 [発表日時1
平成2年7月26日明) 15昨 16時四分

4. 1. 2 [発表者1

園4 車条教捜のプレぜシ由様子

富取正彦教授(マテPアノレサイエンス研究科・キャリア支援センタ-)



4. 1. 3 【発表題目

大学院教育イニシアティプセンターへのお願い」 “'JAISTのリベラル・アーヅ'と“学聞を背景とした

習慣としての学位"

4. 1. 4 【発表概要】

JAISTとしてのリベラルアーツ教育をキーワードと

して挙げ，キャリア支援センター長としての立場から，

人材育成について議論された。まずJAISTの就職状況

の実態(大学教員や企業研究員に比べて PDになるこ

とが多い)を報告した上で，本学卒業後のキャリアにと

っては，汎用性の能力が重要であり求められているこ

とが示された。しかし，本学を含めて大学院生は汎用

性に欠けることが認められるとして，それを育成する

ことの必要性が主張された。発表者は，

大学院生に求められるのは単なるコミュケーション能

力ではなく，専門性を究めることに基づいた汎用性の

獲得を目指すことが重要であるとし，発表者はそれを
園5 第三回サポートボードの様子

JAISTのリベラルアーツ教育であるとした。本センターへの意見としては，日本や世界の大学院教育を見

渡した上での基本理念の提案や，学生の質保証を期待しているとのことであった。

4. 1. 5 【質疑概要】

発表者が提案する JAISTのリベラルアーツとはどういうことかlこついて議論がなされた。具体的な方策

は現在まだ固まっていないが「専門性を育成することを基盤にした上で他のことに目を向けさせるように

する」ことが世界最高水準の研究拠点たる JAISTのリベラルアーツ教育であるとの認識が示された。また，

キャリア教育については，企業側の求める人材を育成するのではなく，大学院卒業生のロールモデルたる

人材を輩出することこそが重要であるとの見解が示された。例えば，新教育プランのタイプEタイプsに

適った人材の育成は，企業に左つでも魅力的な人材になるはずであろうとのことであった。

4. 2. 1 【発表者】

J 11西俊吾教授(グローバルコミュニケーシヨンセンター)

4. 2. 2 【発表題目】

教育・研究言語としての英語使用一課題と展開-

4. 2. 3 【発表概要]

J 11西教授はh結mationalとglobalという視点から，アカデミックの場で英語を使用することの必要性が増

加している現状について述べた。英語の使用の発展はpassiveEngIi札師団alEnglisb， 泊施H国側alEngIi血とい

う過程を辿ることについて紹介し， globalな問題に取り組むには，英語の使用が必要であること及び，そ

の問題を取り組む際に世界的な研究や人材が産まれるとした。さらに，川西教授は， JAISTは対外的に英

語を用いた大学院教育の環境が整っていることを示している圏内でも希有な大学であることを指摘した上

で， JAISTにおける英語を取り巻く実情を知る必要がある点を述べ， JAISTにおいて英語使用の見直し，

発展させることを提案し GCCを利用することで英語教育の促進を補助することができると説明した。最後

に国際的な教育の環境づくりのために JAISTは重要な役割を果たすことが期待されていると述べ，英語教

育を通した国際的な教育研究の環境を整えることの重要性について強調した。

4. 2. 4 【質疑概要】

学生に英語を話せないことの危機感を持たせることが難しいなかで，どのようにモチベーションを促進

するかについて議論がなされたロそうした学生には，危撒惑だけではなく，インセンティブに目を向けさ

せることが重要であるとの見解が示された。例えば，海外の研究と共同研究ができたり，論文を発表する

場が増えるのはそれだけでとても有末Ijなことである。この点に気づかせることが重要であるとのことであ



った。

5 第四回サポートボード

5. 1 【発表日時】

平成22年 9月27日(月) 15時一16時30分

5. 2 【発表者】

Mun'de1anji C. V，田t時国rd特任准教授

5. 3 【発表題目】

Adv岨 ci且gF配叫tyDevelopm四 tPro伊国(1) 百四e1IU副五回世m

5. 4 【発表概要】

FDプログラムとはとはなにか。 FDプログラムの

JAISTのマテリアルサイエンス研究科における取り組み

の歴史を紹介し， J A 1 STにおけるFDプログラムで

取り扱うテーマを検討する方針を提示した。ここでは，

(1)全学のFDプログラムの理解 (2)国内外の他大学のシ

ステムの調査。)これらの統合したフレームワークの提

示 (4)このフレームワークの限界の認知伺枠組みの

修正。 (4)(5)については，学内の教員からのフィードパッ

クが必須になる。

また，イギリスにおいて先導的な取り組みをしてい

る 3大学(u曲師ityof ca皿凶dge，oxfi回世 U町悶ity，

University College ofLondon)の取り組みの共通点が提示された。

図6 第四回サポートポードの様子

- 新任のスーパーパイザーは経験が足りず，様々な点でサポートする必要がある。

• Codeofpr郡白e:スーパーパイザーはCodeofp四cticeに従う。 Codeofpr郁世間は教員や大学院生が組織

内で問題なく行動するためのガイドラインとなる。

・多様性や複雑さへの対処:複雑さを認識しておく必要がある。例えば，学生の出身の国，自己学習，

障がい，学生が受けている学習プログラムの違いである。・リーダーシップとマネージメントのスキル.研究室のリーダーは先導者やマネージャーである。そし

てリーダーであるためにはそのためのスキルを獲得する必要がある。

・教え方と教育の戦略:学生に知識を提供するために用意する様々な手法・個人的な教員としてのキャリアの積み方

ここで紹介したことを JA1STのFDプログラムに導入する。 FDプログラムを発展させるうえで，

もうひとつの重要な点は， FDで講義と，研究を調和させることである。

【質疑概要】発表者は，マテリアルサイエンス研究科におけるFDプログラムに参加し，いかに実施すべ

きかを議論している。その上で， JA1STのFDプログラムに含めるべき事柄とは何かについて質問が

なされたロ発表者は講演内で紹介した以下の点が重要であると答えた。すなわち， 1.新任教員のサポート

2. Code of戸部品ceの認知 3.教員，学生の多樹主の理解 4'"7ネージメント，リーダーシツプのスキル獲得

である。また，質問者はさらに，学生にロジカルシンキングあるいはクリテイカル・シンキングについて

教育させる方法を含めるべきではないかと意見があった。教員自身がこうしたプログラムを実践してみる

のが先決であると言う点について議論された。

6 第五回サポートボード

6. 1 【発表日時】

平成22年 10月25日(月)15時30分-17時



6. 2 【発表者1
鍋田智広特任助教

6. 3 【発表題目】

JAISTにおける大学院教育のポートフォリオ(1)

6. 4 【発表概要】

大学院教育におけるポートフォリオについて発表

された。まず，高等教育でポートフォリオが注目さ

れている背景，

可能性，学習の百団量としての質保証について考察さ

れた.その後，ポートフォリオと質保在について発

表された。また，発表中に活発に議論がなされた.

そこでは，特に大学院としてポートフォリオを導入

する意義，研究活動の評価の内容，それを外部に保

証する基準の制定がテーマとなった。議論を経て，

最終的に研究活動の質保註をするための具体的なコ

ここまでのまとめ考察

n llt的乍習をtrうためのメタ部知の育成には
白己評価を高めるための，教師評価や相丘評
価を行うことが大明

・ポートフオリオを用いて過去の持耐の軌.M
(他者からの評価 ・白己評価の質)を断り返る
ことで3主観的なU己評価を但"ことができる

. n己評価の学びには対象者のレベルが必要→
人学院敢行で実践するむ誌

・本学5Uプログラムを対象にした尖践が泊νj

園7 eポートフォリオの概要

ンピテンシキ規準を考案する努力をすることの重要性が述べられた。

6. 5 【質疑概要】

紹介された事例が学部教育であったが，大学院でポートフォHオを導入する積極的な利点はなにか，

JAISTでは研究室教育だけでなくコースロークも実施しているが，どのような内容を，ポートフォ日オを

用いて質保証するのか，評価を大学院の人材育成の評価として妥当なものにするにはどうしたら良いかと

いった質問がだされた固発表者は，研究室教育とコースロ]クの両方の成果を測定するポートフォMオを

考えていること，ポートフォリオは評価のためにリッチな題材を提供する役割を持っており，ファカルテ

イが適切にポートフォリオのデータを評価するノワハワを身につけることが重要であるとした.

7 第六回サポートボード

7. 1 【発表日時】

平成22年 11月 15日(月) 15時ー17時

7. 2 【発表者】

藤田友之 (NEC中央研究所 技術研究目組合光電

子融合基盤技術研究所専務理事町

7. 3 【発表題目1
企業が大学院に期待すること-30余年目企業研究

所経験より}

7. 4 【発表概要】

ここでは.NECから海外の研究所の赴任を経て現

在光電子融合基盤技術研究所に至るまでの豊富な経験

を背景に，欧米や海外との企業の比較や，日本の企業

の人材育成の問題を指摘し，大学院車四人材に求める

資質とは何か，どういった人材を企業は求めている

かについて講演された。日本の企業の欠点として，
園8 第六回サポートポ一戸時楊子

事業の視点からみた技術開発に欠けているこじ国際的な事業展開をしてこなかったこと固市場の変化に

ついて行くt

めの柔軟性に欠けていることなどが指摘された.こうした点在克服できる人材，すなわち，現在の企業で

は深い専門性を備え，それを活かして新たな分野に参入していける積極性を備えた人材が必要とされてい



ること，中長調的なスパンで事濃デザインを宥慮したをま保晴が求められることが指摘された.こうした能

力を備えた人材を見るために具体的には，長分野の専門的努甜乙対する質疑キ争捕，自分の専門の電車明，

知.の幅広さを見ているとのことであり，大学院敏宵にはj 専判的知搬や，チームで仕事をする経験を積

ませるとと ひとつの研究を区切りが出るま明司粘り強きの橿穫を期待するとのととであった.

7. 5 (質疑毎要1
犬学院こおいて身につげるべき益礎カとはなに方、また』企議側は匡際性やグローバル人材を求めてい

る，言うが，これは実値kそぐわなL、のではあ郎、か，企業の研究の仕方は大学，~のように遣うのか，

といった企察側の観点から答えを要求する質問が出され;!t.大学院においてはj 企業では必ずしも襟い専

門性や最先端の知搬やスキルを求めている釈ではなL、ひとつのことが優れている人材よりも コミユ三

ケーシヨンスキルヰ奄曙可能な知織を身につけているか2うかが重要であるこι事た，最U庄は中d必鳴

であっても海外との取引する栂会が増加し，国際性をもっ人材の=ーズが高まっていることは事実である

こ"企業では人材の多梱剖噌噌こ量かで，またプロジェタトペ}スで研現に取り組むこkになるので，

末学よりも多値多様な専門性を持つ人材が共同研究する楊会が増えているといったことが示された.

8 第七回サポートポ-"

8. 1 (指表日時I

平成23年 1月""明) 16昨 18時

8. 2 (発表者1
北野健ー(大阪府立高等専門学校唯噸虫夏)

8. 3 (努麦酒目1

あなたの敬育にかける思いは何ですかーティーチン

グーポートフォPオの紹介

8. 4 (発表優要1
鵡演は』質疑を含めてレクチャー形式河 1時間行い，

その後ミニヲ}クショ yプ，屈して，ティ}チング・ポ

ートフォUオを作成するグ'"レープワークを行った.

ティーチング ボートプオリオとはー敏員が自らの
園..t固サポートボード@保子

敵育内容を振り返るための'羽目"して作成される.今

回はj 自己省察や，ポートアォPオ作曜のアドバイザ寸メンターと呼ばれる〉と・輸することで，普段細々

の敬員が考えている事政育について自己改善を促すことに重点が置かれたものであった.講演では，大様旬高

専でティーチング・ポートフオリオを導入するまでの適温-¥>，現在の大軍高専のポートフォPオの搭動に

ついて紹介された.特に，ポートフォヲオの講演を聴いた先生の煎荷量から始まり』大阪高専に場入・活用

して金学的な取り組みにし(現在，校長先生が自らポ}トフォロオを作成さ九それをク=プで公開して

いることのこと)，さらにGPを積得してポートフォFオを広めるために能都高等開催しているという活動

を広めている様子が努表された.

ヲークショッアでは..，賞者のアドパイスを受けながら参加者もポートフォUオを作成し，供成したポー

トフォUオを他の教員とレビューし合った.

8. 5 (質疑概要1

ティーチング ポートフォリオの運用の仕方についての質問が幽された.大学の機関としての敬育方針

があると恩うが機関としての験育方針をいかに幾康じているかを前咽するようなことはポートフォリオ

で2のように行うの治、学生が学びたいこ左を意観したラーニングゴールをティーチング・ポートプオリ

オに含めて作成オるにはどうしたらよいかといった質問がなされた.ポートフォUオを作成させ，解値噂

閣に提出するようにするこkによって，欧米のように人事存衝のためにももいているケ}スがあるこι
また，教員の意織を高めるために行うのであ〈まで個人的な殺育面念を振り返るためにおとなうべきであ



る...材として活かすのにはポートフォリオは遣していないとの見解が示された.

s 第J回サポートポ'-1-"

9 . 1 [.発表冒時】

平成お年2J:I 21日開) 16略 17時加分

9. 2 [3笹表者】

脊野透(金沢大学 犬学綾育関指・支... センター

教捜)

9. 3 [~甑費量目 1

双方向授業kアクティプ・ラーエングークリフカー

橋周で目指すものー

9. 4 [.発表軍要】

欝棟で陪』大学の夜景とタリッカーを導入するとと

の効果について FDの観点から努表がなされた.タP

ッカーとは，複放のポタンが設置されたP叫のような 聞， 0・e八回サボトポドの棒苧

大きさの場末であり，穆師除、質問 Eクリッカーを使って回答させる.学生血回答の集新結果を即時に

見届ととができるため捜灘の恋出向性を高めるツ~'"として注目を栴びている.FD<除授業方法の改嘗

であり，それゆえに?yツカーは導入が施較的容易であるとkから四のために導入が推奨されて_'.15.

アクティプヲー=ング明暗の双方向性を高めるこ左院小学校から行われている.学胡隅において導

入が図られているのはj 高校までの敏膏でその効果指定着していないためである.現率までと大学後数膏

でタ 97;b-を噂入した欝・Hは存在しない.大学院事監脊でアタティプラーニングの概念を噂入するのであ

れほ新たに意請を考える必要があるkいう貝Mが示された.

9. 5 【賞展概要】

タ!hnむーの特徴は匿名性にあるが，これは質問カの育成にどのように役立て胡h ま丸大学続三お

けるタリッカー噂入の方法令援策があるかについて質問があっ企.タ 99ヵーを噂入することによって反

応の敷居が下がり，質問への関与度を商めるととができる.ただし，逆に匿名性が質問への関与度を下げ

るケースも考えられるため，欄聞は学生<一対ーの関係性を作ってお〈こtlltl藍要である.また，大学犠

への導入の仕方としては学生凋士の評価に使凋することが考えられる.ク T).，，;Tーを利用すれば面と向か

っていいにくいことを表明することができるため.




